
▲９月２８日 坂小学校農事体験（大根の種まき▲９月２８日　坂小学校農事体験（大根の種まき））

▼１０月３日 夏祭り絵画コンクール表彰▼１０月３日　夏祭り絵画コンクール表彰式式

▲９月２９日 救急の日（日清プラザ▲９月２９日　救急の日（日清プラザ））

▲１０月８日 マタニティセミナー（保健センター▲１０月８日　マタニティセミナー（保健センター））

▲１０月２日 消防指令センター開所式（消防本庁舎▲１０月２日　消防指令センター開所式（消防本庁舎））
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▲１０月１４日 バリアフリー教室（北上小学校▲１０月１４日　バリアフリー教室（北上小学校））
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郷
土
資
料
館
で
は
十
月
十
日
土
か
ら

企
画
展
「
絵
は
が
き
で
み
る
三
島
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
展
示
資
料

の
中
か
ら
、
災
害
に
関
す
る
絵
は
が
き

を
紹
介
し
ま
す
。

　

前
回
は
、
色
使
い
や
デ
ザ
イ
ン
が
美

し
い
記
念
絵
は
が
き
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
一
転
し
て
、
辛
い
記
憶
を

刻
ん
だ
絵
は
が
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
写
真
雑
誌
な
ど
が
な
い
時

代
、
絵
葉
書
は
社
会
の
で
き
ご
と
を
伝

え
る
メ
デ
ィ
ア
の
よ
う
な
役
割
も
あ
り

ま
し
た
。
災
害
や
事
件
が
起
こ
る
と
、

臨
場
感
の
あ
る
場
面
が
す
ぐ
さ
ま
絵
は

が
き
と
し
て
販
売
さ
れ
、
全
国
に
流
通

し
ま
し
た
。
三
島
で
起
こ
っ
た
災
害
の

様
子
も
絵
は
が
き
に
記
録
さ
れ
、
当
時

の
被
害
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一

日
、
相
模
湾
沖
を
震
源
と
す
る
関
東
大

震
災
が
発
生
し
、
東
京
・
神
奈
川
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

静
岡
県
東
部
も
震
度
六
の
揺
れ
に
襲
わ

れ
、
三
島
で
は
家
屋
全
壊
十
三
軒
、
死

傷
者
五
人
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

写
真
①
は
、
三
島
町
（
※
）
の
被
害

の
様
子
で
す
。
絵
は
が
き
か
ら
は
、
建

物
が
大
き
く
崩
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

被
害
の
大
き
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

※
大
正
十
二
年
当
時
の
三
島
町
は
、

旧
東
海
道
を
中
心
と
し
た
地
域
（
東
西

は
大
場
川
か
ら
境
川
、
南
北
は
国
道
一

号
線
辺
り
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
辺
り
）

で
す
。

　

関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
七
年
後

の
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、
丹
那
盆

地
を
震
源
と
す
る
北
伊
豆
震
災
が
発
生

し
、
関
東
大
震
災
を
上
回
る
、
家
屋
全

壊
三
三
六
軒
、
死
傷
者
一
四
〇
人
と
い

う
甚
大
な
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
そ
の

惨
状
や
軍
隊
・
青
年
団
な
ど
に
よ
る
救

護
活
動
の
様
子
が
絵
は
が
き
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

写
真
②
は
、
旧
東
海
道
、
大
通
り
商

店
街
の
様
子
で
す
。
沿
道
の
商
店
が
軒

並
み
潰
れ
、
商
店
街
は
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の

後
の
復
興
事
業
で
は
道
路
が
拡
幅
さ
れ
、

現
在
の
広
さ
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
絵
は
が
き
が
残
さ
れ
て

い
る
お
か
げ
で
、
現
在
の
私
た
ち
も
か

つ
て
三
島
が
被
っ
た
被
害
の
大
き
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

企
画
展
「
絵
は
が
き
で
み
る
三
島
」

は
楽
寿
園
内
の
郷
土
資
料
館
で
十
二
月

十
三
日
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
楽

寿
園
で
は
十
一
月
三
十
日
月
ま
で
菊
ま

つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 郷土資料館（緯９７１－８２２８）

No.３３０

三島の絵はがき２ 

ー災害絵はがきー

▲写真①：絵はがき「関東大震災東海道三島町の惨
状」

▲写真②：絵はがき「北伊豆震災三島町久保町付近
の惨状」 

　

山
中
新
田
は
、
箱
根
西
坂
に
あ
る
五
ヵ
新
田
の
う

ち
最
も
上
に
位
置
す
る
村
で
す
。
こ
の
五
ヵ
新
田
は

江
戸
時
代
初
期
の 
元
和 
年
間
（
一
六
一
五
～
一
六
二

げ

ん

な

四
）
に
近
隣
の
次
男
・
三
男
を
集
め
て
成
立
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
村
の
名
前
は
、
北
西
に
あ
る
元
山

中
か
ら
の
移
住
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
こ
の
名
で
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
戦
国
時
代
末
期
築
城
の
山
中
城
が
あ
り
、

三
の
丸
跡
に
は
山
中
城
の
戦
い
で
戦
死
し
た
豊
臣
・

北
条
方
両
軍
の
武
将
を
ま
つ
る 
宗  
閑  
寺 
が
あ
り
ま
す
。

そ
う 
か
ん 
じ

　

江
戸
時
代
、
西
坂
を
往
来
す
る
旅
人
の
休
憩
所
と

し
て
茶
屋
が
建
ち
並
び
、
三
島
宿
と
箱
根
宿
の 
間 
の

あ
い

宿
と
し
て
盛
況
で
し
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
の

東
海
道
線
開
通

を
境
に
徒
歩
で

の
箱
根
越
え
の

旅
人
が
激
減
し
、

家
業
が
成
り
立

た
ず
多
く
の
家

が
転
廃
業
し
、

畑
中
心
の
農
村

へ
と
変
化
し
て

い
き
ま
し
た
。  

三
島
の
村
名
③

　

山
中
新
田

　
（
錦
田
地
区
）

▲山中新田遠景


